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● 養鯉を行う鯉食世帯 ■ 養鯉を行うが鯉食を行わない世帯 鯉食を行う加工・販売世帯
○養鯉を行わない鯉食世帯 × 鯉食を行わない世帯 地域内取引 地域外取引
鯉食文化の存在（線の太さは文化の強弱を示す）
×
第18図　佐久市における養鯉業の変容過程
注）記号の大小は養殖業の経営規模の大小を表す．
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わない世帯に分離した上，鯉食を行わない世帯も
出現した．養鯉を継続した世帯は，規模を拡大し
養鯉を専業とする世帯となった．また佐久市内で
の取引関係が形成された．周辺地域でも同様の理
由から鯉食文化が衰退し，鯉食を行わない世帯が
現れたため，周辺地域の養鯉世帯は，他地域に比
べ鯉食文化の強い佐久市へのコイの出荷を開始し
た．外縁地域では一部の宿泊施設や飲食店等を除
き，佐久鯉の需要が消滅した．一方で鯉食文化の
ない地域に佐久市の養鯉世帯を上回る大規模な養
鯉世帯が出現した．外縁地域では養鯉世帯でもコ
イを消費しないため，鯉食文化のある佐久市への
コイの出荷を開始した．
養鯉再編期には佐久市内での養鯉世帯，加工・
販売世帯，消費世帯という組織構造に大きな変化
はなかったものの，鯉食を見直す動きが現れ，鯉
食文化は再び強化されつつある．周辺地域では一
部で鯉食文化が消滅し，佐久市にコイを出荷して
いた業者も規模を縮小し始めた．外縁地域におい
ても鯉食文化のない養鯉地域ではKHV病の発生
により，地域内の再編が行われた．他方でこれま
でみられなかった外縁地域から佐久市を訪れて鯉
料理を楽しむ行動や宅配によって養鯉業者から直
接コイを購入する動きが出現し始め，養鯉世帯か
ら消費世帯へコイが供給されるだけの一方的な関
係から，消費世帯が養鯉世帯へ接触を試みるとい
う双方向の関係が形成されつつあると言える．こ
の関係の構築は佐久市で内発的に生じた佐久鯉や
鯉食文化を見直す運動がメディアを通して外縁地
域にまで発信されたことに起因するものである．
Ⅴ　おわりに
本研究では，伝統的な養鯉地域である長野県佐
久市を事例に，地域における養鯉業がどのように
変容してきたのかを明らかにすることを目的とし
て，鯉食文化の視点を導入して検討した．
佐久市では江戸時代から養鯉が始まり，高度経
済成長期に至るまで，養鯉は農家の副業として営
まれてきた．その一方で，コイの地域外出荷をも
志向し，生産規模の伸長を図った．しかし，高度
経済成長期に社会の大きな変化に直面し，多くの
農家は農外就業を行うようになり，養鯉から撤退
した．他の農家は稲作を主体とする家庭と，淡水
魚の養殖や加工を主体とする淡水魚生産者に分化
した．淡水魚生産者はさらに，コイなどの養殖に
重点を置く養魚事業者と，甘露煮などの製品加工
に重点を置く加工事業者に大別でき，一部に農業
を主体としつつ伝統的な水田養魚を継続する自給
的生産者も存在する．養魚事業者と加工事業者は
両者とも複数の生産品を組み合わせることで経営
の安定を図る反面，それぞれの生産者が得意とす
る生産品を有することで差別化を行っている．ま
た各生産者は佐久市内の取引先をほぼ固定し，他
の生産者と取引先が重複することは少ない．この
ように生産品と取引先のすみわけを行うことで，
直接的な競合を避け，淡水魚生産を継続すること
が可能となっている．
こうした養鯉業の変容の背景には，鯉食文化の
変容が存在する．養鯉萌芽期においては養鯉地域
と鯉食文化地域はほぼ一致していたが，養鯉拡大
期には養鯉地域が拡大した一方で鯉食文化地域は
変化しなかった．養鯉転換期になると，コイの生
産者と消費者が分離したことで，鯉食文化が弱ま
り，鯉食文化地域は縮小した．しかし養鯉地域は
さらに拡大したため供給過剰を引き起こし，佐久
市の養鯉地域は縮小を余儀なくされたのである．
鯉食文化地域の縮小への適応の結果が，少数の生
産者への養鯉の収斂と生産者間のすみわけという
現在の養鯉業の形態を生み出したと考えられる．
他方，生産者と消費者が分離したことで，生活
の一部であった佐久鯉が客観視の対象となり，地
域のシンボルとして積極的に評価されるように
なったという側面は看過できない．シンボル化に
より消費者の佐久鯉への関心が高まり，地域文化
として鯉食文化や養鯉業を保護・継承する機運が
醸成され，今日の市民活動につながっていると考
えられる．この市民活動は，今後の大幅な拡大が
見込めない養鯉業にとって重要な支持基盤となっ
ており，鯉食文化の再強化に結び付きつつある．
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以上から，養鯉業は鯉食文化から影響を受ける
存在であると同時に，鯉食文化へ影響を与える存
在であると言える．したがって養鯉業と鯉食文化
は相互依存の関係にあり，両者が相互に作用し合
うことによって，養鯉業の変容がもたらされると
結論付けられる．
鯉食文化に関わる市民活動は今日，その方向性
を問われる段階にある．世界中の食品が食卓に上
る現在の日本において，「生まれも育ちも佐久鯉」
を目指す動きは前途多難であるが，その活動は全
国各地で取り組まれている地域ブランド化の動き
とも一致するものであり，先進的な事例ともなり
うるものである．養鯉業が今後も地域文化として
存続していくためには，市民による鯉食文化の保
護・継承運動の動静を傍観するだけでなく，食育
活動などを通して積極的に鯉食文化の継承と創造
に関与することが必要であると考えられる．
本研究の遂行にあたり，佐久市農政課の市川裕也様，佐久養殖漁業協同組合の飯田好輝様，佐藤みつ子様，
佐久の鯉人倶楽部の水間　正様，淡水魚生産者，鯉販売店，鯉料理店，長野県水産試験場佐久支場ならび
に佐久浅間農業協同組合の皆様には多大なご協力を賜りました．謹んで御礼申し上げます．
本稿の骨子は2014年日本地理学会秋季学術大会（富山大学）において発表した．
［注］
１）完全養殖とは，魚類の生活史を完全に人為的な制御下に置く養殖を意味する（増井，1999）．
２）現在の佐久市三塚地区であり，明治時代から養鯉が行われてきた地域である．
３）水田養鯉とは，水田を利用して行う養鯉である．山下ほか（1960）の原文では「稲田養鯉」の語を用
いているが，同義である．伝統的な水田養鯉はイネを作付した水田にコイを放流して養殖を行うが，
現在ではイネを作付しない水田で養鯉を行う場合もある．
４）現在の行方市手賀地区であり，養鯉地域としては後発である．
５）佐藤（2008b，2012）は環境アイコンを「身近な自然を象徴する生物や生態系であると同時に，人々
の暮らしや生業と深く結びつき，人々がその保全や再生，活用に深い関心を示すもの」と定義する．
６）段（2014）は佐久地方を特に定義していない．本研究では長野県佐久地方事務所の管轄範囲である佐
久市，小諸市，北佐久郡，南佐久郡を指すものと定義する．
７）現在の佐久市中込地区に相当する．
８）現在のJR小海線の一部に相当する．
９）2006年５月に臼田尚武と臼田明が聞き取り調査によって1950年頃の池の分布を復元したものである．
当時の池の数の約87％の所在が特定された（編集部，2006）．
10）餌抜きとは，出荷または自家消費を控えたコイに餌を与えるのを停止し（「餌止め」と言う），コイの
内臓から完全に餌を除去する行為である．
11）池中養鯉とは，養鯉を目的として人工的に造成した池を利用して行う養鯉である．現在の佐久地方で
一般的に行われる養鯉法である．
12）網生簀養殖とは，湖などの広い水面の一部を網で仕切って行う養殖法である．池中養鯉に比べて集約
的であり，単位面積あたりの生産量を多くすることができる（増井，1999）．
13）飯田・佐野（2005）によれば，KHV病はコイにのみ感染する病気であり，鰓や体表が病変を起こす致
死率の高い病気である．KHV病のコイを食べたとしても人体に影響はない．
14）Ｔ社は佐久地方以外の店舗でも佐久鯉を販売しているが，聞き取りによれば，北信地方では新潟県上
越地方のサケ，中信地方では石川県能登地方のブリが年取り魚となっているように，長野県内におい
て魚食文化に地域差がみられ，佐久鯉販売量のほとんどを佐久地方が占める．
15）「三枚おろしなど」には，Ｔ社の商品区分「三枚おろし」，「あら」，「大型約２kg」の３つを含むが，あら，
大型約２kgの販売金額は三枚おろしに比べて極めて小さい．
16）高度経済成長期には洞源湖や中込地区の杉の木種苗団地，甲地区の浅科大池でコイの稚魚（鯉仔）生
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産が大規模に行われていた．しかし洞源湖は早い段階で生産を終了し，杉の木種苗団地は1994年に鯉
仔生産事業を停止し，最後に残った浅科大池もKHV病の余波で2005年に生産を終えた．よって佐久地
方で大規模かつ安定的に鯉仔を入手することは困難な状況である．
17）当歳の段階で収穫するのは，水温の低い佐久市においてコイを越冬させることが難しいためである．
18）現在，養殖団地は漁協直営の養鯉場を除き，大部分が生産者１の養魚場となっている．
19）水産多面的機能発揮対策事業とは，水産業が担ってきた多面的機能を効果的・効率的に発揮するために，
行政や漁協などが地域協議会を組織し，連携して行う諸事業である．
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